
血液-236

再発または難治性の多発性骨髄腫(標準治療が困難な場合に限る)
エルレフィオ単剤療法　患者プロトコール

ステップアップ用量①　　　１コース：3日間（1コース後はステップアップ用量②へ）

ステップアップ用量②　　　１コース：4日間（1コース後は標準療法①へ） 　

標準用量①　　　　　　　　　１コース：7日間（コース数：制限なし）

標準用量②　　　　　　　　　１コース：14日間（コース数：制限なし）

休薬後の再開用量①　　　１コース：7日間（1コース後は標準療法①へ）

佐賀大学医学部附属病院

副腎皮質ホルモン剤 + 抗ヒスタミン剤 ＋ 解熱鎮痛剤
(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg相当+ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ25mg相当+ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ1000mg)

プレメディ(内服)

【投与延期後の再開時について】

プレメディ(内服)
副腎皮質ホルモン剤 + 抗ヒスタミン剤 ＋ 解熱鎮痛剤
(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg相当+ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ25mg相当+ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ1000mg)

前回32mg投与後の
76mg投与時

1時間前
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エルレフィオ：32mg/body mg
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プレメディ(内服)

①
エルレフィオ：76mg/body

1時間前

1時間前

皮下
注射

44mgバイアルから0.8mLを採液

副腎皮質ホルモン剤 + 抗ヒスタミン剤 ＋ 解熱鎮痛剤
(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg相当+ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ25mg相当+ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ1000mg)

前回32mg投与後の
76mg投与時

エルレフィオ：76mg/body

     初回投与日から24週以上投与し、奏功が認められている場合は、
　 　標準療法①➝標準療法②(1コース14日間)とすること。
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44mgバイアルから0.3mLを採液

エルレフィオ：12mg/body

投与
時間

プレメディ(内服)
副腎皮質ホルモン剤 + 抗ヒスタミン剤 ＋ 解熱鎮痛剤
(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg相当+ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ25mg相当+ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ1000mg)

Day1 1時間前

催吐リスク

軽度
放射線併用なし

投与プロトコール
１コース：電子添文参照　コース数：制限なし
《開始時基準　PS：0～2・年齢：18歳以上》

投与量

①

44mgバイアルから0.8mLを採液

皮下
注射

※副作用等の理由による休薬後にエルレフィオを再開する場合、
　 再開時投与量・投与間隔については電子添文および適正使用ガイド等を確認すること。

mg
Day1

皮下
注射

76mgバイアルから1.9mLを採液

詳細は電子添文参照

プレメディ(内服)
副腎皮質ホルモン剤 + 抗ヒスタミン剤 ＋ 解熱鎮痛剤
(ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ20mg相当+ｼﾞﾌｪﾝﾋﾄﾞﾗﾐﾝ25mg相当+ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ1000mg)

Day1 1時間前

Day1
皮下
注射

76mgバイアルから1.9mLを採液

エルレフィオ：32mg/body

mg

     佐賀大学医学部附属病院


